
 
大きな茅の輪をくぐって罪穢を祓います。 
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HOME > 港区探訪 > ニッポン魂 港区の祭 第二回 風習に親しむ 入梅の祭

港港港港区区区区にはにはにはには、、、、歴歴歴歴史史史史あるあるあるある「「「「祭祭祭祭」」」」がたくさんありますがたくさんありますがたくさんありますがたくさんあります。。。。 
第二回目第二回目第二回目第二回目となるとなるとなるとなる「「「「ニッポンニッポンニッポンニッポンのののの魂魂魂魂 港港港港区区区区のののの祭祭祭祭」」」」ではではではでは、、、、  
伝伝伝伝統的統的統的統的なななな風習風習風習風習がががが残残残残るるるる初夏初夏初夏初夏ならではのならではのならではのならではの祭祭祭祭をごをごをごをご紹介紹介紹介紹介しますしますしますします。。。。

 

6月月月月23日日日日（（（（水水水水）、）、）、）、24日日日日（（（（木木木木）））） 
愛宕愛宕愛宕愛宕のののの千日詣千日詣千日詣千日詣りりりり・・・・ほおづきほおづきほおづきほおづき縁縁縁縁日日日日    愛宕神社愛宕神社愛宕神社愛宕神社

一日一日一日一日のおのおのおのお詣詣詣詣りでりでりでりで千日分千日分千日分千日分のごのごのごのご利益利益利益利益がががが

慶長8年（1603年）、徳川家康の命により、江戸の防火の神様として、海抜約
26mの愛宕山に祀られたのが愛宕神社です。「愛宕の千日詣り」は、近隣の方
だけでなく、遠方からも多くの人が訪れる愛宕神社の初夏の風物詩です。

神社の草創時より信仰された由緒ある「愛宕の千日詣り」は、6月23日・24日に
参拝すると、千日分のご利益がいただけるとされています。また、社殿の前に設
置された茅の輪（ちのわ）を通る「茅の輪くぐり」も体験できます。 
出世の石段と呼ばれる男坂を上ると、正面の社殿の前に大きな茅の輪が出
現。刈りたての茅（かや）で作られた茅の輪をくぐることで半年分の罪を祓（は
ら）い、半年間の無病息災、延命長寿を祈願します。 
茅のギザギザした葉が罪を落とすといわれ、昔は小さな茅の輪を家の玄関先
や腰につけて厄を寄せ付けないようにしたといいます。

また、24日には中祭式が執り行なわれ、どなたでも参列できます。

ほおづきほおづきほおづきほおづき市市市市のののの発発発発祥祥祥祥はははは“あたごのほおづきあたごのほおづきあたごのほおづきあたごのほおづき”

初夏の祭で、ほおづきを見かけることがありますが、ほおづき縁日の元祖は愛宕神社。 
浅草のほおづき市の発祥として、江戸時代の書物『東都歳時記』に「ほおづきの丸薬を売る愛宕山」と詠まれています。 
神官によってお祓いされた縁起物のほおづきは1500鉢限定（有料）で、縁日の両日受けられます。 
そして、ほおづきを受けた方は、特別に社殿内でお参りすることができます。 
愛宕神社のほおづきは、赤く色付く前のものなので、徐々に色付いていく様子が楽しめるのも魅力です。

また、この頃になると、愛宕神社はあじさいの見頃を迎えます。 
境内の木々が青々と茂り、みずみずしい茅の輪の緑も美しい縁日に、ぜひ足を運んでください。



 

 

 

 
このほおづきを手に入れるために遠方からも多くの人が訪れます。 

千日詣千日詣千日詣千日詣りのりのりのりの日程日程日程日程・・・・ほおづきほおづきほおづきほおづき縁縁縁縁日日日日のののの日程日程日程日程

6月月月月23日日日日（（（（水水水水）））） 9:00～20:00 千日詣り・ほおづき縁日

6月月月月24日日日日（（（（木木木木）））） 9:00～20:00 千日詣り・ほおづき縁日

    11:00～ 中祭式

※ほおづきは売り切れ次第、終了です。

愛宕神社愛宕神社愛宕神社愛宕神社（（（（あたごじんじゃあたごじんじゃあたごじんじゃあたごじんじゃ）））） 
港区愛宕 1-5-3 
TEL. 03-3431-0327 
東京メトロ 神谷町駅より徒歩5分、 
都営地下鉄 御成門駅より徒歩10分

 

6月月月月30日日日日（（（（水水水水）））） 
夏越夏越夏越夏越のののの大祓式大祓式大祓式大祓式    氷氷氷氷川神社川神社川神社川神社

形代形代形代形代（（（（かたしろかたしろかたしろかたしろ））））にににに罪穢罪穢罪穢罪穢（（（（つみけがれつみけがれつみけがれつみけがれ））））をををを移移移移しししし 
健健健健やかなやかなやかなやかな半年間半年間半年間半年間をををを願願願願うううう

天暦5年（951年）に創建された氷川神社は、江戸八代将軍、徳川吉宗の将軍職
への就任にあたり、現在の場所に社殿が遷宮されました。 
赤坂を中心に広い地域の氏神である氷川神社では、半年に一度、大祓式が行
われます。6月30日に行われる「夏越の大祓式（なごしのおおばらいしき）」は、
半年間の罪穢を祓う神事です。 
人の形をした形代に名前と年齢を書き、身体の各所をなでて息を3回吹きかけ
ることで、心身の穢を形代に移します（形代は7月の形代流し神事でご祈祷した
あと、河海に流します）。 
当日はこの形代を持参し、社殿で大祓詞（おおはらえ）を奏上したあと、茅の輪
を3回くぐって無病息災を祈り、身も心も清々しく新たな気持ちで半年間を過ごせ
るようにと祈るのです。

伝伝伝伝統行事統行事統行事統行事をををを通通通通じてじてじてじて 地域地域地域地域のののの活性化活性化活性化活性化をををを

氷川神社では新しい試みにも取り組んでいます。氷川神社を中心として、地域
の青年と協力し、伝統行事を受け継ぐとともに、地域を盛り上げていくこと、そし
て社会貢献を目的とした“赤坂氷川神社ともえ会”を設立しました。餅つきや祭
の準備などを通じて、日本の古き良き伝統からたくさんのことを学び、社会貢献
につながる活動ができることから、子どもたちから50歳まで多くの方々が在籍し
ています。 
「夏越の大祓式」の茅の輪も、この会で作ったものを使います。人と人とのつな
がりを大切にし、地域の今後を考えていくきっかけとなります。興味のある方は
ぜひ参加してみてはいかがでしょうか。



 
参拝者は列になって参道の鳥居に取り付けられ

た茅の輪を3回くぐります。 

夏越夏越夏越夏越のののの大祓式大祓式大祓式大祓式のののの日程日程日程日程

6月月月月30日日日日（（（（水水水水）））） 17:00～

「赤坂氷川神社ともえ会」が主催で、6月20日（日）14:00～「茅の輪づくり」を実施
します（雨天の場合は、27日に延期）。 
参加ご希望の方は下記ホームページよりお申込みください。  
http://www.akasakahikawa.or.jp/tomoe/

氷氷氷氷川神社川神社川神社川神社（（（（ひかわじんじゃひかわじんじゃひかわじんじゃひかわじんじゃ）））） 
港区赤坂6-10-12 
TEL. 03-3583-1935 
東京メトロ 赤坂駅・六本木駅より徒歩6分、六本木一丁目駅より徒歩5分、 
都営地下鉄 六本木駅より徒歩6分

 

ほおづきあれこれほおづきあれこれほおづきあれこれほおづきあれこれ

“あたごのほおづきあたごのほおづきあたごのほおづきあたごのほおづき”のののの ありがたいごありがたいごありがたいごありがたいご利益利益利益利益とはとはとはとは？？？？

なぜ、ほおづきが縁起物となったのでしょうか。ほおづき縁日の発祥、愛宕神社の言い伝えによると、その昔、夢枕に愛宕様
が立ち、「愛宕山のほおづきを煎じて飲めば、女性の病や子どもの癪（しゃく）に効く」とお告げを受けた人がいました。 
当時、愛宕山にはほおづきが自生していたので、このお告げは瞬く間に人々に広がっていき、霊験あらたかな“あたごのほ
おづき”として有名になっていったのです。 
この伝説がきっかけで浅草のほおづき市が始まり、愛宕神社でも36年前から神社直営のほおづき縁日が開かれるようにな
りました。  
※本記事では愛宕神社の表記にあわせ、ほおずきは「ほおづき」に統一しました。

茅茅茅茅のののの輪輪輪輪あれこれあれこれあれこれあれこれ

神神神神々々々々のののの時代時代時代時代からからからから 悪悪悪悪疫疫疫疫をををを遠遠遠遠ざけたざけたざけたざけた茅茅茅茅のののの輪輪輪輪

夏越の大祓につきものなのが、茅の輪。その起源は『備後国風土記』に記されています。 
神々の時代、武塔神が南海へ出かけ、蘇民将来（そみんしょうらい）と巨且将来（こたんしょうらい）という兄弟に一夜の宿を
求めたところ、弟の巨且将来は裕福にも関わらず宿泊を拒み、兄は貧しいながらも精一杯のもてなしをしました。 
数年後、武塔神は再度、蘇民将来の家を訪れ、「この先悪疫が流行したら“ちがや”で輪を作り、これを腰につけていれば災
いを逃れる」と教えました。 
まもなく悪疫が流行りましたが、蘇民将来の家だけは無事だったといわれています。 



以来、悪疫が流行するたびに、茅の輪を家に掛けると災難に見舞われないと言
い伝えられています。最初は腰に付けられる小さなものでしたが、時代を経て大
きくなり、鳥居等に付けるようになりました。

次号は7月8月に行われる港区の盆踊りを特集します。お楽しみに！

取材協力／愛宕神社、氷川神社

▲このページのトップへ

｜個人情報保護について [PDF]｜

 
(公益財団法人 港区スポーツふれあい文化健康財団) 

港区赤坂4-18-13赤坂コミュニティーぷらざ 

電話：03-5770-6837/Fax：03-5770-6884 

お問い合わせ：fureai-info@kissport.or.jp

このホームページはKissポート財団の公式ホームページです。このホームページのすべての権利は当財団に帰属します。 

当財団の許可なく複製、転載は出来ません。


